
金

参加費
無料

5/12 　   ▶  5/16月

意見交換会

午後７時 00 分～

ただし、市民プラザは

　　　　午前10時 30分～

（いずれも２時間程度）

事前申込
不要

議員とあなたの

市内７会場
どこでも
ＯＫ！

どなたでも
大歓迎！

途中退出
ＯＫ！

Op
en!

令和７年
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12月

定例会は
年４回

４丹波市議会だより丹波市議会だより

６月

３月

CONTENTS
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たんばりんぐたんばりんぐ

P2　3 月議会の見どころ！

たんばりんぐ

P11　議案の審議結果

P12　ココが聞きたい！一般質問

P18　市民のみなさんとの意見交換会

P ７　 議員の新年度注目事業

P10　ギロンの論点

詳しくは 18 ページをチェック！

丹波を愛するあなたのご参加をお待ちしています。
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会派代表質問

日本共産党議員団

公明党

無所属の会

丹・まごころ

丹新会

会派

議会の３月
見ど ころ！

ココが

新年度予算審議・審査01 02
　市が提案した令和７年度予算案を議会は委員会に付託し、審査しま

した。

　議長を除く全議員が多様な視点から質疑し、全５日間の日程で審査

を行いました。３月定例会の最終日には新年度予算の採決をしました。

　今後は予算が適切に執行されているかも含め、議会でチェックして

いきます。

　年に１度、会派の代表が登壇し、市長や教育長へ

質問を投げかけます。一般質問と異なり、市政の

運営方針や主要課題などについて質問するための

大切な仕組みです。

　今回は５つの会派から 10 の質問がなされ、市の

考え方を問いただしました。

施政方針

03

教育方針

施政方針・

「１期目の経験と実績を２期目の推進力に変え、

さらに力強く踏み出す年度にしたいと考えており

ます。」

「第２次丹波市教育振興基本計画のもとですすめて

きた取組をさらに発展させ、すべての人がしあわせ

になれる丹波市の教育をめざします。」

新しい事業　　33 事業

拡充する事業　13 事業

第３次総合計画の目標に
基づく主な事業の提案

施政方針 

教育方針 予算ガイド

（億円）

一般会計予算の推移

420

346

50億円
増

R3　 R4　 R5　 R6　 R7

371
354

370

詳細は 12 ～ 13 ページをチェック！

　市長、教育長から令和７年度の市の行政や教育の

進め方を示した施政方針、教育方針が表明されました。

教育方針市から令和７年度に行う事業の予算が提案されました。

第３次総合計画まちづくりの８つの目標

１ 【こども政策】楽しむ心がのびのびと育つまち

２【活躍政策】多様な個性が創るまち

３【安全・安心政策】みんなでいのちを守るまち

４【健康福祉政策】すこやかでしあわせに生きるまち

５【産業政策】産業がつながり活力があるまち

６【くらしの基盤政策】便利で快適に暮らせるまち

７【環境政策】自然と生きる環境にやさしいまち

８【行財政政策】市民に開かれた行政を推進するまち

前年度比

主な

たんばりんぐ　　　2025 . ４　81 号3 たんばりんぐ　　　2025 . ４　81 号 2
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　３名以上の農家により構成され、水稲作付面積がグループの人数× 30ａを
上回る条件を満たすと、トラクター・田植機・コンバイン・水田用除草機の購入
費用について補助率１／４で 35~100 万円を助成する制度が提案されました。

「小規模農家等グループ支援事業」 は
対象農家の支援につながるのか

助成の回数に制限はあるのか。問
トラクター・田植機・コンバイン・
水田用除草機のそれぞれについ

て助成を受けることが可能です。ただ
し申請は年１回までで、助成となる機
械は１種類のみです。同一の機械の申
請であっても法定耐用年数を超えてい
れば、再度助成を受けることができま
す。

答

対象となる農家の定義は。問
作付計画書を提出されている農
家が対象になります。農業経営面

積も作付計画書で確認します。グルー
プのメンバーに女性を含むと上限額が
増加しますが、当該女性が作付計画を
提出されている必要があります。

答

県立高校への支援なので、県から
の補助はないのか。問
同様の取組の中で、県の補助はあ
りません。推進協議会を中心に、

県ではできないことで市と地域、学校
が 協 力 し て や っ て い け る も の を 考 え
行っています。

答

具体的にはどのような検証を行
うのか。問
新規就農希望者のニーズの把握
や修了生の就農状況と課題の把

握、類似の研修施設の比較による優位
性や改善点の抽出をし、現状分析と課
題整理を行います。

　学校設置から６年が過ぎました。これまでの取組成果や
学校運営を見直し、これからの学校の在り方を方向付けるため、
検証委員会を設けて検証を開始する提案が出されました。

「農
みのり

の学校」 の検証委員会の設置

答

検証委員会の構成と方向性はど
うするのか。問
検証委員会については関係行政
機関、学校運営者、農業委員会、

外部有識者、農業者団体、市民による
10 名以内の構成を予定しています。就
農に必要な有機農業のスキルを幅広く
学んでいただくためにも、検証の中で
意見を収集しながら進めていきます。

答

利用者などの要望を聞いてイン
クルーシブ遊具になったのか。問
現状の公園機能を下げずに障が
いがある方や幼児が利用できる

ように市の判断でインクルーシブ遊具
を設置することにしました。

　スポーツピアいちじまの児童公園に障がいがある子もない子も、みんなが
一緒になって楽しむことができるインクルーシブ遊具を設置する提案がされました。

スポーツピアいちじま児童公園に
インクルーシブ遊具を設置

答

将来、車椅子の移動や多目的トイ
レの設置、駐車スペースの位置な

どインクルーシブ公園として周辺を改
善する必要性があるのではないか。

問

将来、スポーツピアいちじま全体
を再整備する機会があれば検討

します。
答

今後、支援を継続していくのであ
れば、取組の成果をしっかりと示

す必要があるのではないか。
問

市内に高校を存続させるという
ことが最重要の目的です。まず

は、現在の取組状況について、中学生
や保護者、地域の方々にしっかりと情
報発信することが大事だと考えていま
す。その上で、取組の評価の参考として、
在校生へのアンケート調査などの実施
を今後、検討していきたいと考えてい
ます。

　「高校魅力化支援事業」を市内３校の県立高等学校で実施し、高等学校の
さらなる魅力化を支援する提案がありました。

取組の成果に注目！

高校魅力化支援事業

答

３校の予算額に大きな差がある
のはどうしてなのか。問
３校の金額差については、必要な
事業とその経費を算出し、それぞ

れの学校と協議をして積算した結果、
予算額に差が生じています。３校を比
較しての議論はしていませんが、それ
ぞれの学校に理解はいただいています。

答

・氷上高等学校……生徒が考案するお弁当メニューの開発など、アイデアを
　　　　　　　　   いかした企画を支援

・氷上西高等学校…ｅスポーツ部を中心とした地域との協働による人づくり・
　　　　　　　　   まちづくりを支援（継続）

・柏原高等学校……学校での探究的学習と連携。生徒の興味関心をさらに深め、
　　　　　　　　   裾野を広げる支援（継続）

「ギインの視点」「ギインの視点」

新年度予算をピックアップ！新年度予算をピックアップ！

でで
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　３月定例会では令和７年度予算について慎重に審議しました。
　今回は、新年度事業の中で各議員が特に注目した事業とその事
業を選んだ理由についてご紹介します。

● 重症心身障がい者等生活介護
　 事業所等機能強化補助金・運営
　 支援補助金

● 女性がいきいきと活躍できる
　 地域づくり応援事業

重症心身障がい者等の方が市内で

のデイサービスを利用できる事業

所が創設されることを期待したい。

女性が活躍できる地域づくりは今

後の重要な視点と感じている。

● 高校魅力化支援事業

● 仕事と家庭の両立支援

● 旧丹波少年自然の家再整備事業

● 公共施設に再生可能エネルギー

　 電力導入

未来を切り開く“次代の人材”の

育成とともに、学校を核とした創

造豊かなまちづくりが必要だ。ワー

ク・ライフ・バランスの実現へ向け、

新たな「働き方」に期待する。

子どもや大人が自然を楽しみ、賑

わう市全体の憩いの場となる事を

期待する。／非化石証活用の事業

導入が将来、市の自立に向けた地

産地消エネルギーにつながる事を

期待する。

議員が注目する議員が注目する

　新年度事業　新年度事業

議員の視点

須須
す は らす は ら

原原　　弥弥
や よ いや よ い

生生

十十
と く らと く ら

倉倉　　浩浩
ひろしひろし

太太
お お たお お た

田田　　一一
いっせいいっせい

誠誠

　令和７年度から市内の中学校と準要保護世帯の小学生を対象に、
学校給食費の無償化が提案されました。

「学校給食無償化」 の対象範囲を拡大できないか

小学生全員が無償化対象になら
なかった理由は。問
小学生全員の無償化のためには、
約 1.2 億円の追加の財源が必要で

す。財政負担の影響を考慮し、まずは
保護者の負担の大きい中学生から実施
することにしました。今後の財政状況
や国の動向も注視し検討していきます。

答

不登校児童・生徒や市外私立学
校に通う生徒は対象にならない

のか。
問

今回の無償化は市が提供してい
る給食が対象になります。市が提

供していない給食は無償化の対象には
なりません。

答

中学生の学校給食における質と
量は十分なのか。問
全国的な平均値を示した学校給
食摂取基準は下回っていますが、

残食も考慮したエネルギー量としてお
り、県内平均値以上の状況で、エネル
ギー摂取量が不足しているとは考えて
おりません。引き続き、献立のバラン
スを確保し、適正な栄養価を提供でき
るよう取り組んでまいります。

答

各学校でのプロジェクトチーム
とは、どのような組織を考えられ

ているのか。また、学校司書を導入す
る予定なのか。

問

各学校の状況に応じて、教諭・子
ども・保護者の代表者・読者サ

ポーター・読み聞かせグループなどの
多様な人材の参加を予定しております。
学校司書でありませんが、市内各学校
には司書教諭が在籍しており、プロジェ
クトチームの一員として参加を考えて
おります。

　子ども提案による学校図書館をリニューアルする「こどもが描く
学校図書館づくり」支援事業が提案されました。

学校図書館が魅力ある居場所となるのか

答

プロジェクトチームの主体をど
のように考えられているのか。問

すべての子どもが意見表明する
機会をもち、子どもの代表者をプ

ロジェクトチームに招待して意見を聞
くなど、子どもと大人が対話をする中
でよりよい案を出していく予定で考え
ています。

答

子どもたちの関わりはどのよう
に進める考えなのか。問

各学校で代表者を選び、大人、子
どもが参加できる仕組みを考え

ています。学校図書館に関しては、学
校業務の一つであることから主体は学
校であると考えています。

答
● 旧丹波少年自然の家再整備事業

● 市島複合施設開設

● 女性デジタル人材育成事業

● 観光振興施策の展開

丹波市北部の玄関口に接しており、

協力企業としっかり連携をとって

推進していただきたい。／市島地

域の新たな拠点です。スポーツに

留まらず、多目的なイベント等の

定期開催。

女性起業へのスタートアップを５

段階に分け支援していく１段階目

の事業。ステップアップの成果を

含めて期待したい。／丹波の伝統、

食の文化を国内外の観光客に向け

て発信。

大大
おおがきおおがき

垣垣　　利利
としあきとしあき

明明

高高
たかはしたかはし

橋橋　まみ　まみ
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● 「農の学校」の今後に向けた

　 検証委員会の設置

● 高校魅力化支援事業

● 高齢者補聴器購入費の助成

女性が働き続けられる労働環境の

改善を図るため、妊婦健診の休暇

取得やこどもの看護休暇取得支援

に加え、男性の育児休暇等の支援

拡充に取り組む市内事業者に奨励

金を交付。

開校から６年が経過し、修了生の

研修成果、学校運営や修了生が農

業者として丹波市に定住されてい

る人数などの検証はこれまで多額

の予算投入をしている以上、必要

である。

市内すべての県立高等学校で、さ

らなる特色ある魅力化の取組を支

援する。／加齢による聴力機能の

低下で、日常生活に支障がある高

齢者に、補聴器購入を助成する。

● 幼児教育・保育充実補助金

● 特別支援保育事業補助金

安心して丹波市で子どもを産み育

てる子育て支援策の充実は、重点

課題である。幼児教育・保育の充

実により待機児童のない丹波市の

こども政策、子育て支援に期待す

る。

● 配偶者出産休暇・男性の育児

　 目的休暇取得奨励金の拡充

● 「たんば恐竜博物館」リニュー

　 アルオープン

● 公共施設に再生可能エネルギー

　 電力導入

● スポーツピアいちじま児童公園

　 遊具設置

● 女性がいきいきと活躍できる

　 地域づくり応援事業

「起業するなら丹波市で」と言われ

るほどに、女性や若者が自己実現

できる市に。／大阪・関西万博を

機に、誘客促進・情報発信を充実し、

観光を基幹産業にする取組を。

山南町地域の過疎指定からの脱却

の一助になればとの思いで選んだ。

恐竜が関係人口増大に繋がり、地

元企業によるバイオマス発電電力

の地産地消が拡大されることを期

待する。

障がいのある子ども、ない子ども

が理解を深め、支えあい楽しく遊

ぶインクルーシブ遊具を設置すべ

き／女性に対する無意識の思い込

みをなくし、住民自治活動の参画

につなげたい。

● 女性・若者への起業支援

● 観光振興施策の展開

足足
あ だ ちあ だ ち

立立　　嘉嘉
よしまさよしまさ

正正

細細
ほ そ みほ そ み

見見　　昭昭
あきふみあきふみ

文文

広広
ひ ろ たひ ろ た

田田　まゆみ　まゆみ

■新年度注目事業■新年度注目事業

● 「こどもが描く学校図書館づく

　 り」支援事業

● 小・中学校の防犯パトロール車

　 に電気自動車導入

学 校 図 書 へ の 予 算 化 は 進 歩 だ が、
事業内容が学校任せで不安が残る。
／電気自動車へ高い予算を付ける
余裕が丹波市にはあるのか。

奥奥
おくむらおくむら

村村　　正正
まさゆきまさゆき

行行

小小
お が わお が わ

川川　　庄庄
しょうさくしょうさく

策策家家
い え だい え だ

田田　　優優
ゆ う きゆ う き

樹樹

東東
ひがしさかひがしさか

坂坂　　範範
の り おの り お

雄雄

大大
おおしまおおしま

嶋嶋　　恵恵
け い こけ い こ

子子

● 「こどもが描く学校図書館づく

　 り」支援事業

● 路線バス運行実証実験の実施

学校だけでなく地域や保護者と共

に、本の選定、空間装飾や備品、

人選等、各プロジェクトチームに

任せ独自性を出しやすい内容／通

学、地域交通手段の確保に向けた

取組前前
ま え だま え だ

田田　　安安
や す きや す き

城城

● 学校給食無償化

● 小規模農家等グループ支援事業

保護者の負担を軽減するため、中

学校及び援助が必要な小学生の学

校給食の無償化を行う。／小規模

農業グループの共同利用による、

水稲栽培に用いる農業機械購入の

一部を助成。

24 時間 365 日、安定した消防指令

体制を維持し引き続き市民の安全・

安心を確保するため、運用開始か

ら 10 年を経過し老朽化が進んだ機

器を最新式に整備する事業である。

● 高機能消防指令センター再整備

● 小規模農家等グループ支援事業

酒酒
さ か いさ か い

井井　　浩浩
こ う じこ う じ

二二

西西
にしもとにしもと

本本　　嘉嘉
よしひろよしひろ

宏宏

● 庁舎基金・クリーンセンター

　 基金の基金積立

● 小・中学校の防犯パトロール車

　 に電気自動車導入

大型建設事業に伴い最大規模の予

算になっている。計画的な基金積

立は当初予算計上すべきだ。ゼロ

カーボンシティの実現は重要だが

市民に関わる効果的な施策取組を

望む。吉吉
よしづみよしづみ

積積　　毅毅
つよしつよし

議会の記録

新年度予算審査に要した日数

（休憩時間を除く会議の合計時間数）

５ 日間

約 16 時間時間

（３月 14 日・17 日・19 日・24 日・25 日）

新年度予算の議案数 11 議案

（一般会計と 10 の特別会計）
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賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案
結　

果

賛　

成

反　

対

須
原
弥
生

十
倉　

浩

太
田
一
誠

大
垣
利
明

高
橋
ま
み

前
田
安
城

小
川
庄
策

奥
村
正
行

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

酒
井
浩
二

吉
積　

毅

足
立
嘉
正

家
田
優
樹

広
田
ま
ゆ
み

東
坂
範
雄

大
嶋
恵
子

谷
水
雄
一

当
初
予
算

国民健康保険特別会計事業勘定
原案
可決

15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

後期高齢者医療特別会計
原案
可決

15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

補
正

予
算

国民健康保険特別会計事業勘定
（第３号）

原案
可決

15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

条
例
改
正

生涯学習基本計画審議会設置条例
原案
可決

15 2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 議

長

国民健康保険税条例
原案
可決

15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

そ
の他

第４次丹波市行政改革プランの
策定

原案
可決

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 議

長

　※ ○は賛成、●は反対、 は賛成・反対討論を行った議員。
　※ 議長は議事進行を行うため、特別多数議決を除き原則として採決には加わりません。
　　 賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。
　※ 特別多数議決 特  ：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については

　　　　　　　　　　  ３分の２以上の賛成を必要とし、議長も採決に加わります。

３
月
定
例
会

新
年
度
予
算

 

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

意
見
交
換
会

お
知
ら
せ

市民満足度はウェルビーイング
調査に加え、業務指標や行政

評価の外部評価も活用し把握に努めま
す。職員の満足度は、アンケートにて
把握します。５年目の中間評価のほか、
３年目、８年目にも進捗確認を適宜行っ
ていきます。ＤＸ 化の進展により、
変化の激しい時代ですが、満足度等の
指標はこれぐらいの間隔で見るのが妥
当と考えています。

提言では、こどもの権利を尊重す
るためには大人の権利が尊重さ

れるべきと考えてきたが、今回その部
分はどこに反映されているのか。

問

全体の趣旨に配慮し、こどもの権
利に関するものであることから

大人に関する記述は削除しました。市
では、こどもの権利を入口に、すべて
の人が安心して生きることができる社
会の実現につなげてまいります。

　この度、こどもの権利に関する条例の提案がありました。こ
の条例については、議会としてもこどもの権利に関する理念条
例調査研究特別委員会を設置し、調査研究を行い、令和５年 12
月に報告書として市に提言しました。

こどもの権利に関する条例は
議会からの提言が反映されたか

答

３月定例会

論点！
ココがギロンの

家庭や地域・学校や企業などすべ
ての環境・社会において正しく理

解されるために、どのように普及・啓
発活動を行うのか。

問

部局横断的に様々な場所・場面で
継続的に行っていく必要があり

ます。具体的には、条例の逐条解説や
リーフレットの作成を行います。小中
学校を含む学習会や出前講座の開催の
ほか、自治協議会などの各団体や事業
所向けの啓発を考えております。

答

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を活用して、業務プロセスの効率化を図る取組
カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

これまでと今回策定の行政改革
プランとの大きな違いは。問
平成 17 年から行ってきた第１～
３次行政改革では、大きな削減効

果をあげてきました。ただ、削減効果
は徐々に低くなる傾向にあります。第 4
次行政改革プランではこれまで進めて
きた削減と並行して、メリハリのある
事業により市民・職員の満足度向上を
目指す点が従来の行政改革プランとの
違いです。

　令和７年度から 10 年間の丹波市の効率的・効果的な行政運営の方向を定める第４次行
政改革プランが審議されました。今回のプランは①様々な主体との連携・協働、②健全な
行財政の確立、③最適化を見据えた公共施設マネジメントの確立、④働きがいのある職場
と人材育成の４つの基本方針から構成されています。

第４次丹波市行政改革プランの策定をチェック

答

市民・職員の満足度の把握方法
は。また、その結果をどのように

反映させるのか。
問

答 カイ

　　　セツ

ウェルビーイング：身体的、精神的、社会的に満たされ、良好な状態であること。
カイ

　　　セツ

報告書の
全文

たんばりんぐ
76 号 Ｐ４

全員賛成で可決・承認・採択した議案
議　　　案

条
例
制
定

〇 地域の自主性及び自立性を高めるため
　 の改革の推進を図るための関係法律の
　 整備に関する法律の施行に伴う関係
　 条例の整備に関する条例

廃
止 〇 市立ゆりやまスカイパーク条例

条
例
改
正

〇 市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

〇 市職員の特殊勤務手当支給条例

〇 市職員等の旅費に関する条例

〇 市立青垣パラグライダー練習場施設
　 条例

〇 消防団条例

〇 消防団員等公務災害補償条例

〇 非常勤消防団員に係る退職報償金の
　 支給に関する条例

〇 市立子育て学習センター条例

〇 市立公園条例

〇 水道事業布設工事監督者の配置基準
　 及び資格基準並びに水道技術管理者の
　 資格基準に関する条例の一部を改正
　 する条例

〇 市立丹波竜化石工房条例

契
約
締
結

〇 GIGAスクールタブレット端末購入

〇 市島複合施設（仮称）建築工事（建築）

〇 市島複合施設（仮称）建築工事
　 （電気設備）

そ
の
他

〇 過疎地域持続的発展計画の変更

〇 阿草辺地に係る公共的施設の総合的な
　 整備に関する財政上の計画の変更

〇 訴訟上の和解

〇 市立新道貝農村公園の廃止

発
議

〇 市議会の個人情報の保護に関する
　 条例の一部を改正する条例の制定

審議結果

議　　　案

人
事

案
件

〇 人権擁護委員の候補者の推薦
　 後藤  英之 氏・大槻  秀美 氏
　 芦田  恒男 氏・清水  佳代子 氏

令
和
７
年
度
当
初
予
算

〇 一般会計

〇 国民健康保険特別会計直診勘定

〇 介護保険特別会計保険事業勘定

〇 訪問看護ステーション特別会計

〇 地方卸売市場特別会計

〇 駐車場特別会計

〇 看護専門学校特別会計

〇 水道事業会計

〇 下水道事業会計

令
和
６
年
度
補
正
予
算

〇 一般会計（第 10 号）

〇 国民健康保険特別会計直診勘定（第３号）

〇 介護保険特別会計保険事業勘定（第４号）

〇 訪問看護ステーション特別会計（第３号）

〇 地方卸売市場特別会計（第３号）

〇 駐車場特別会計（第２号）

〇 後期高齢者医療特別会計（第２号）

〇 看護専門学校特別会計（第４号）

〇 下水道事業会計（第３号）

条
例
制
定

〇 特別職の職員で常勤の職員の給与及び
　 旅費に関する条例の特例に関する条例

〇 情報通信技術の活用による行政手続等
　 に係る関係者の利便性の向上並びに
　 行政運営の簡素化及び効率化を図るた
　 めのデジタル社会形成基本法等の一部
　 を改正する法律の施行に伴う関係条例
　 の整理に関する条例

〇 こどもの権利に関する条例

〇 乳児等通園支援事業の設備及び運営に
　 関する基準を定める条例

３月定例会 議
案
の
審
議
結
果

可決
全員賛成で

特
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

吉
積
　
毅

西
本
嘉
宏

須
原
弥
生

小
川
庄
策

前
田
安
城

太
田
一
誠

東
坂
範
雄

家
田
優
樹

十
倉
　
浩

細
見
昭
文

広
田
ま
ゆ
み

高
橋
ま
み

大
垣
利
明

大
嶋
恵
子

■ 一般質問

婚
活
支
援
事
業
の
拡
充
を

成
婚
数
と
女
性
登
録

者
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
縁
結
び
係
を
新
設

し
、
婚
活
マ
ス
タ
ー
が
や

り
が
い
を
感
じ
て
活
躍
で

き
る
環
境
を
作
れ
な
い
か
。

女
性
登
録
者
数
を
増

や
す
た
め
女
性
層
へ

の
周
知
を
強
化
し
、
婚
活

マ
ス
タ
ー
を
増
や
す
こ
と

に
も
取
り
組
み
、
婚
活
マ

ス
タ
ー
が
達
成
感
を
得
ら

れ
る
よ
う
進
め
ま
す
。
縁

結
び
係
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

４
月
の
組
織
編
成
で
婚

活
事
業
は
子
育
て
支
援
課

か
ら
福
祉
部
の
こ
ど
も
福

祉
課
に
移
管
と
な
り
ま
す

が
、
よ
り
よ
い
事
業
に
な

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

10
年
後
の
農
地
利
用

を
考
え
た
地
域
計
画

と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
今
後

の
取
組
は
。
ま
た
、
農
地

の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
販
路
確

保
、
相
談
等
を
担
う
中
間

的
組
織
を
構
築
で
き
な
い

か
。

地
域
計
画
は
約
４
割

の
地
域
で
策
定
で
き

て
お
り
、
引
き
続
き
新
規

作
成
や
見
直
し
も
含
め
、

計
画
の
実
現
の
た
め
に
地

域
に
入
り
関
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
は
農
業
形
態
も
様
々

で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
大

規
模
農
業
者
を
中
心
に
講

習
会
等
を
検
討
し
ま
す
。

農
業
部
門
で
中
間
管
理
的

な
組
織
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
関
係
機
関
が
各
々

役
割
を
担
い
、
農
業
振
興

を
図
り
ま
す
。

答

問

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

 

で
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
調
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

道
の
駅
あ
お
が
き

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
順
調
か
。

再
整
備
基
本
・
実
施

設
計
業
務
は
本
年
２

月
に
受
託
業
者
が
決
定
し
、

９
月
以
降
に
再
整
備
工
事

費
等
を
予
算
化
し
、
令
和

８
年
度
末
で
の
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

設
計
の
入
札
不
落
が

続
い
た
が
原
因
は
。

市
役
所
内
部
で
は
判

明
せ
ず
、
県
ま
ち
づ

く
り
部
建
築
課
・
消
防
本

部
等
か
ら
の
助
言
を
受
け

業
務
内
容
を
一
部
見
直
し

ま
し
た
。

全
て
の
中
学
生
へ
の

支
援
策
と
し
て
、
学

校
に
通
い
づ
ら
い
中
学
生

に
も
同
等
の
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
内
の
中
学
校
に
通

わ
れ
て
い
な
い
場
合

や
通
う
こ
と
に
躊
躇
さ
れ

て
い
る
中
学
生
に
つ
い
て

は
、
市
が
学
校
給
食
を
直

接
提
供
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
無
償
化
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
現
時
点
で

は
同
等
の
支
援
に
つ
い
て

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

他
市
に
お
い
て
は
、

教
育
長
の
熱
い
想
い

か
ら
、
新
た
な
居
場
所
づ

く
り
へ
の
好
事
例
も
あ
り

ま
す
。
教
育
長
の
想
い
を

実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

他
市
に
お
け
る
好
事

例
が
ど
の
よ
う
な
形

問

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、

す
べ
て
の
中
学
生
に
！

前
ま え だ

田　安
や す き

城  議員

 

市
か
ら
の
配
布
物
に
つ
い

て
４
月
か
ら
自
治
会
に

お
願
い
し
て
い
る
配

布
物
の
受
け
取
り
日
が
変

更
に
な
る
が
、
負
担
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。

自
治
会
等
の
負
担
が

増
え
る
と
い
う
お
声

も
あ
り
、
既
に
市
民
目
線

で
善
処
す
る
よ
う
に
指
示

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

変
更
等
す
る
時
に
、

事
前
に
相
談
し
、
相

手
か
ら
回
答
必
須
で
受
け

取
る
形
を
と
れ
な
い
か
。

特
に
運
用
を
変
更
す

る
と
き
は
、
双
方
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
形
を
確

認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
月
か
ら
民
間
委
託

に
な
る
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
給
与

に
差
が
あ
る
中
、
委
員
会

で
受
託
事
業
者
に
差
の
解

消
に
つ
い
て
の
検
討
を
お

願
い
し
て
い
る
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
進
展

は
あ
っ
た
か
。

委
託
料
の
範
囲
内
で

差
を
解
消
す
る
の
は

難
し
い
で
す
。
こ
の
た
め

市
と
し
ま
し
て
は
給
与
、

賞
与
の
差
を
解
消
す
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
一
業
務
、
同
一
賃

金
の
も
と
、
賃
金
差

に
つ
い
て
職
員
の
方
々
は

納
得
さ
れ
て
い
る
の
か
。

対
象
職
員
８
名
に
雇

用
条
件
の
説
明
と
個

別
面
談
が
あ
り
、
８
名
全

員
が
継
続
を
希
望
さ
れ
、

一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

市
民
に
対
し
て
丹
・
ま
ご
こ

ろ
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
か

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

 

地
域
計
画
策
定
後
の
取
組

は

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問答

答

計
画
を
実
現
す
る
た
め
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

学
校
給
食
を
提
供
す
る
全

て
の
中
学
生
が
対
象
で
す

市
民
と
行
政
、双
方
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
形
で
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

答

問

答

問

答

ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由
質問する内容は、議
案とは関係なく議員
が自由に決め、「通告
書」に書いて締切日
までに提出します。

制限時間は 60 分
一人あたりの制限
時間は、市からの
答弁も含め 60 分
です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前に
ホームページに掲載。
また、傍聴者には、
質問要旨をお渡しし
ています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接

求めることができる重要な機会です。私たちの生活に関わることについて

質問や提言を行いました。会派代表質問は３月定例会のみ行われます。

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

今回は

５会派の会派代表質問と

９人の一般質問が
行われました！

 

庁
舎
基
金

積

立
は
、費
用
比
較
、

方
向
性
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
、算
出
し
ま
す
。

７
年
度
は
決
算
余
剰
金

の
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

基
金

積
立
は
、
建

設
し
た
メ
ー
カ
ー
と
費

用
に
つ
い
て
協
議
し
て

お
り
、
今
後
、
財
政
部

局
と
協
議
し
な
が
ら
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
の
振

興
を
促
す
地
域
高
齢

者
学
級
連
絡
会
に
対
す
る

伴
走
支
援
を
ど
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

連
絡
協
議
会
は
定
期

的
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

が
お
持
ち
の
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
す
運
営
方
法

の
協
議
と
い
っ
た
議
論
に

は
至
っ
て
い
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
こ

の
よ
う
な
観
点
も
踏
ま
え
、

連
絡
会
の
運
営
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
金
積
立
を
予
算
計
上
す

べ
き
で
は

令
和
７
年
度
に
庁
舎

の
検
討
が
始
ま
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
大

規
模
改
修
予
定
も
近
づ
い

て
い
る
。
な
ぜ
当
初
予
算

で
計
上
し
な
い
の
か
。

答 問

高
齢
者
の
生
涯
学
習
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か

自
主
性
を
育
め
る
よ
う
な

取
組
や
支
援
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す

の
で
は
な
い
か
。
公
平
な

情
報
提
供
で
幅
広
く
徹
底

し
た
議
論
を
行
う
こ
と

で
、「
住
民
合
意
」
を
図

る
べ
き
だ
。

複
式
学
級
は
メ
リ
ッ

ト
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。
統
合
は
、
保

護
者
や
地
域
と
の
合
意
を

前
提
に
行
う
も
の
で
、
誘

導
し
て
い
ま
せ
ん
。
丁
寧

な
情
報
提
供
に
努
め
ま

す
。「
合
意
」に
つ
い
て
は
、

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
広
く

意
見
を
聞
き
、
合
意
形
成

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

船
城
校
区
の
元
県
住

跡
地
を
含
む
園
部
団

地
の
改
築
に
つ
い
て

現
状
で
需
要
量
を
十

分
満
た
し
て
お
り
建

設
は
基
本
的
に
行
な
い
ま

せ
ん
。

別
の
事
業
者
に
委
託

さ
れ
て
い
る
柏
原
地

域
と
一
本
化
さ
れ
、
新
た

に
委
託
す
る
地
域
の
指
導

員
と
の
給
与
等
に
差
が
あ

る
の
か
。差
が
あ
る
場
合
、

ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

現
状
は
、
給
与
等
の

支
払
額
に
差
が
あ
り

ま
す
。
受
託
業
者
に
お
い

て
、
完
全
に
解
消
す
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
市
と

し
て
給
与
・
賞
与
等
の
差

の
解
消
を
進
め
ま
す
。

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て

統
合
協
議
を
「
複
式

学
級
」
数
を
基
準
に

し
て
い
る
が
、「
複
式
」

の
何
が
問
題
か
。〝
切
磋

琢
磨
〟
な
ど
強
調
し
、
統

合
へ
〝
誘
導
〟
し
て
い
る

問

答

答

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

 

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導

員
の
格
差
是
正
を

給
与
等
に
差
が
あ
り
、
市

と
し
て
、
給
与
・
賞
与
等

の
差
の
解
消
を
進
め
ま
す

答問

問

問答

問 答問答

公 明 党

丹 新 会

日本共産党議員団丹・まごころ

無 所 属 の 会

答 問

庁舎基金：庁舎整備事業基金
クリーンセンター基金：一般廃棄物処理施設整備事業基金

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

活躍政策にある生涯学習
（第 3 次丹波市総合計画
施策体系より）

問答

カイ

　　　セツ
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

吉
積
　
毅

西
本
嘉
宏

須
原
弥
生

小
川
庄
策

前
田
安
城

太
田
一
誠

東
坂
範
雄

家
田
優
樹

十
倉
　
浩

細
見
昭
文

広
田
ま
ゆ
み

高
橋
ま
み

大
垣
利
明

大
嶋
恵
子

■ 一般質問

細
ほ そ み

見　昭
あきふみ

文  議員

 

の
丹
波
市
後
援
名
義
の
使

用
承
認
に
つ
き
ま
し
て
は

丹
波
市
の
関
係
規
則
に
基

づ
き
、
承
認
の
可
否
を
判

断
し
て
お
り
、
後
援
は
問

題
が
あ
る
と
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

自
衛
隊
に
高
校
３
年

生
の
住
民
基
本
台
帳

の
写
し
を
提
供
し
て
い
る

の
か
。
閲
覧
の
み
許
可
し

て
い
る
の
か
。

住
民
基
本
台
帳
法
に

基
づ
き
、
法
令
で
定

め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め

に
必
要
で
あ
る
と
き
に
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
は

住
民
基
本
台
帳
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
閲
覧
状
況
に
つ
い

て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。 

防
衛
フ
ェ
ス
タ
は
、

丹
波
市
防
衛
協
会
主

催
で
誘
導
弾
や
榴
弾
砲
の

兵
器
も
展
示
さ
れ
、
職
業

説
明
会
も
行
わ
れ
て
い

る
。
住
民
の
多
く
は
二
度

と
戦
争
は
嫌
だ
と
思
っ
て

い
る
。
日
本
国
憲
法
は
第

９
条
に
戦
争
放
棄
、
戦
力

不
保
持
、
交
戦
権
否
認
を

定
め
て
い
る
。
ま
た
、
丹

波
市
は
非
核
都
市
宣
言
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
２
つ

の
主
旨
に
照
ら
し
て
市
は

後
援
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
の
役
割
と
し
ま
し

て
、
自
衛
官
候
補
生

の
募
集
の
事
務
・
広
報
を

す
る
こ
と
が
自
衛
隊
法
施

行
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
点
を
踏
ま
え

た
上
で
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ

問

防
衛
フ
ェ
ス
タ
の
丹
波
市

後
援
は
問
題
で
な
い
か

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

 
階
的
に
支
援
す
る
こ
と
が

優
先
さ
れ
る
と
考
え
て
お

り
、
令
和
７
年
度
は
人
材

育
成
に
関
す
る
取
組
と
し

て
「
地
域
女
性
活
躍
推
進

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

観
光
振
興
の
可
能
性

万
博
閉
会
後
の
丹
波

市
観
光
振
興
に
つ
い

て
、今
後
の
展
開
計
画
は
。

市
外
の
方
に
丹
波
市

を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
来
丹
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
発
信
や
市
外
イ
ベ
ン
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
誘
客
及

び
周
遊
促
進
に
つ
な
が
る

事
業
を
継
続
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

３
月
８
日
は
、「
国

際
女
性
の
日
」
と
国

連
が
定
め
て
い
る
が
、
女

性
の
意
思
決
定
の
場
へ
の

参
画
が
進
ん
で
い
な
い
。

女
性
議
会
を
開
催
し
、
女

性
の
市
政
へ
の
参
画
を
推

進
し
な
い
か
。

女
性
議
会
は
、
女
性

が
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
参
画
し
や
す
く
す
る

た
め
の
機
会
と
し
て
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
地
域

活
動
や
社
会
活
動
に
お
い

て
女
性
自
ら
が
意
思
決
定

過
程
に
参
画
す
る
た
め
に

は
、
女
性
自
身
が
意
識
を

高
め
、
行
動
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
理
解
す
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

そ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
段

問

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た

め
、
女
性
議
会
の
開
催
を

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

十
と く ら

倉　浩
ひろし

  議員

 

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問答

や
さ
し
い
日
本
語
や
多
言

語
に
よ
る
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す

防
衛
フ
ェ
ス
タ
の
丹
波
市

後
援
は
問
題
が
あ
る
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん

参
加
人
数
が
集
ま
る
よ
う

な
ら
、
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す

答

答

答 問

の
行
動
を
伝
え
、
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始

め
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
政
策
に
つ

い
て

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
も
と
に
し
た

地
域
に
お
け
る
支
援
体
制

は
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て

い
る
か
。

現
在
、可
能
な
限
り
、

避
難
行
動
要
支
援
者

ご
と
に
避
難
支
援
者
を
決

定
す
る
な
ど
、
実
効
性
の

あ
る
個
別
避
難
計
画
を
作

成
す
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
避
難

支
援
者
を
対
象
と
し
た
防

災
研
修
や
訓
練
を
継
続
的

に
実
施
し
、
実
効
性
の
高

い
避
難
支
援
体
制
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

外
国
人
市
民
が
必
要

な
情
報
を
受
け
取
り

に
く
い
現
状
に
対
し
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
か
。令

和
７
年
度
に
は
、

生
活
全
般
に
関
す
る

必
要
な
知
識
や
情
報
が
掲

載
さ
れ
た
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
で
作
成
し
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
、
外

国
人
市
民
が
迅
速
に

情
報
を
入
手
す
る
方
法
や

現
状
の
支
援
の
状
況
は
ど

う
か
。日

本
語
を
含
む
12
か

国
語
の
言
語
に
対
応

す
る
「
ひ
ょ
う
ご
防
災

ネ
ッ
ト
」
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
災
害
時

答 問問 答

問答

春
日
Ｉ
Ｃ
か
ら
市
島

駅
付
近
を
通
過
し
丹

波
竹
田
駅
に
至
る
北
ル
ー

ト
と
、
氷
上
Ｉ
Ｃ
か
ら
医

療
セ
ン
タ
ー
付
近
・
石
戸

を
通
過
し
谷
川
駅
に
至
る

南
ル
ー
ト
と
を
新
設
し
、

丹
波
市
内
の
移
動
時
間
短

縮
を
図
る
「
丹
波
の
背

骨
」
幹
線
道
路
を
提
案
す

る
。
時
速
60
㎞
の
自
動
車

専
用
道
路
と
し
、
北
端
の

丹
波
竹
田
駅
と
、
南
端
の

谷
川
駅
と
で
Ｊ
Ｒ
に
連
接

す
る
。
市
の
考
え
は
。

市
と
し
ま
し
て
は
、

ま
ず
国
道
１
７
５
号

「
東
播
丹
波
連
絡
道
路
」

の
全
区
間
の
早
期
開
通
に

向
け
て
、
要
望
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

 

合
や
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
、
合
理
的
な
水
融
通
や

漏
水
軽
減
を
検
討
し
、
市

内
全
域
で
持
続
可
能
な

事
業
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
地
域
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
防
火
水
槽
は
、

基
準
に
照
ら
し
、
事
業
実

施
の
判
断
を
し
ま
す
。

青
垣
地
域
の
24
時
間

消
防
・
救
急
駐
在
の

進
捗
と
青
垣
診
療
所
の
工

事
の
「
居
な
が
ら
施
工
」

へ
の
対
応
は
。

青
垣
救
急
駐
在
所
の

全
日
24
時
間
体
制
の

実
現
に
向
け
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
青
垣
診
療
所

の
工
事
に
つ
い
て
は
診
察

環
境
の
支
障
と
な
ら
な
い

よ
う
、
安
全
確
保
に
配
慮

し
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
額
が
約
50
億
円

増
額
と
な
っ
て
い

る
。
将
来
に
向
け
た
財
源

見
通
し
の
考
え
は
。

事
業
費
の
増
額
に
伴

い
、
一
般
財
源
が
増

額
と
な
る
一
方
、
働
き
手

世
帯
の
減
少
が
市
の
税
収

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
有
利

な
国
県
の
補
助
金
や
市
債

等
に
よ
り
将
来
負
担
を
平

準
化
し
対
応
し
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
全
安
心
は

老
朽
化
す
る
上
下
水

道
の
イ
ン
フ
ラ
施
設

に
対
す
る
考
え
方
は
。

　
ま
た
、
高
齢
化
す
る
地

域
の
安
全
安
心
の
た
め
の

防
火
水
槽
設
置
対
策
は
。

30
年
先
を
見
据
え
た

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
す
る
中
で
施
設
統
廃

答 問

令
和
７
年
度
予
算
の
将
来

財
源
見
通
し
は

問

東
ひがしさか

坂　範
の り お

雄  議員

 

丹
波
市
と
し
て
、
最

も
望
ま
し
い
道
路
網

の
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

策
定
し
、
こ
れ
と
整
合
す

る
よ
う
に
国
・
県
に
働
き

か
け
、調
整
す
べ
き
で
は
。

国
・
県
へ
の
要
望
に

つ
い
て
、
関
係
市
町

と
協
力
し
、
地
元
の
方
々

の
熱
い
思
い
も
伝
え
な
が

ら
、進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
戦
略
室
」
設
置
の
提
案

に
つ
い
て

部
門
横
断
的
な
「
戦

略
室
」
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
重
点
課
題
に
戦

略
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
市
の
考
え

は
。

現
行
の
体
制
で
十
分

だ
と
考
え
ま
す
。

「
丹
波
の
背
骨
」
幹
線
道

路
整
備
の
提
案
に
つ
い
て

答

財
政
健
全
化
を
図
り
持
続

的
な
財
政
運
営
に
配
慮
し
、

事
業
に
取
り
組
み
ま
す

国
・
県
道
路
計
画
の
動
き

を
見
な
が
ら
地
元
要
望
を

重
視
し
進
め
て
い
き
ま
す

家
い え だ

田　優
ゆ う き

樹  議員

 

本
条
例
は
15
年
以
上

見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
状
況
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

条
例
に
記
載
さ
れ
て

い
る
か
ら
実
施
す
る

と
な
る
と
形
骸
的
な
作
業

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
具

体
的
な
課
題
と
い
う
も
の

が
な
い
と
、
議
論
の
し
よ

う
が
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

条
例
を
運
用
す
る
に

あ
た
り
、
責
任
と
課

題
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
所

管
は
ま
ち
づ
く
り
部

に
あ
り
ま
す
。
条
例
の
遵

守
を
徹
底
す
る
た
め
、
改

め
て
全
部
署
に
通
達
を
出

し
ま
す
。
ま
た
、
各
担
当

部
長
が
集
ま
る
政
策
会
議

で
も
周
知
を
図
り
ま
す
。

条
例
第
17
条
「
市
民

同
士
で
意
見
交
換
で

き
る
場
の
提
供
」
は
、
行

政
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
か
。

実
施
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

条
例
第
17
条
に
お
い

て
条
例
違
反
と
見
受

け
ら
れ
る
発
言
が
あ
っ
た

が
、
条
例
第
44
条（
条
例

の
見
直
し
）に
沿
っ
て
検

証
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

ま
ず
は
条
例
の
認
知

度
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
度
向
上
を
目
標
と

し
、部
内
を
は
じ
め
、様
々

な
形
で
検
証
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

自
治
基
本
条
例
の
検
証
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か

問

答

答

市
民
認
知
度
を
広
め
る
取

組
を
行
い
、
検
証
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す

答

答

問

問

問答

問答

問答問答
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※ ギカイクイズの答えは　③

３
月
定
例
会

新
年
度
予
算

 

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

意
見
交
換
会

お
知
ら
せ

丹波市の明日がみえてくる /
/

児童・乳幼児 同伴の

方の傍聴ができます

本会議場がある本庁舎３階の

議会事務局窓口でお声かけください。

　手話通訳を希望される方は傍聴を希望

する日の７日前までに、 議会事務局まで

お申し出ください。

　なお、 希望を受けてから手話通訳者の手

配を行いますので手話通訳者の確保が

できず、 ご希望に添えない場合もござい

ますので予めご了承ください。

傍聴傍聴 してみませんか?

手話通訳者
を配置します

※ 議長の許可が必要となります。

外
部
委
託
す
る
場

合
、
そ
こ
に
関
わ
る

費
用
、
人
件
費
等
に
つ
い

て
、
市
か
ら
の
補
助
は
あ

る
の
か
。

生
徒
が
希
望
す
る
活

動
を
主
体
的
に
選
択

で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

持
続
可
能
な
取
組
に
す
る

た
め
に
は
、
か
な
り
の
費

用
が
か
か
る
た
め
、
期
限

を
設
け
て
の
一
定
の
補
助

は
必
要
と
考
え
ま
す
。
今

後
、
受
益
者
負
担
と
公
費

負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
、

費
用
負
担
の
在
り
方
を
検

討
し
、国
や
県
の
考
え
方
、

動
向
も
見
な
が
ら
適
切
な

支
援
を
検
討
し
ま
す
。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

高
たかはし

橋　まみ  議員

 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ
い

て
丹
波
市
有
機
農
業
実

施
計
画
の
中
で
国
の

水
準
を
加
味
し
た
上
で
適

正
な
目
標
数
値
に
改
定

し
、
会
議
や
計
画
に
つ
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
画

で
き
る
機
会
が
設
け
ら
れ

な
い
か
、
協
議
会
の
中
で

検
討
い
た
し
ま
す
。

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機

の
試
験
導
入
に
つ
い

て
試
験
後
、
丹
波
全
域

で
各
地
域
の
自
治
協

議
会
で
使
用
で
き
る
よ

う
、
草
刈
り
機
の
種
類
も

含
め
て
具
体
的
に
検
証
し

て
い
き
ま
す
。

法
律
の
改
定
に
伴
う

地
域
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
今
後
の
課
題
と
策

定
の
進
め
方
は
。
企
業
誘

致
の
取
組
は
視
野
に
あ
る

か
。

農
業
に
精
通
し
た
方

に
も
入
っ
て
い
た
だ

き
、
地
域
で
協
議
し
て
い

く
場
を
設
け
て
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
市
の
職

員
も
参
加
し
、
農
法
の
考

え
方
を
先
行
す
る
方
法
で

は
な
く
、
地
域
の
農
地
を

い
か
に
保
全
し
て
い
け
る

か
と
い
う
視
点
の
も
と
、

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
中
間

管
理
機
構
を
通
じ
て
農
地

を
管
理
し
集
約
し
て
い
く

方
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、

特
に
企
業
誘
致
ま
で
は
進

め
て
お
り
ま
せ
ん
。

答 問

丹
波
市
の
地
域
計
画
、
有

機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

問

大
おおがき

垣　利
としあき

明  議員

 

学
校
内
に
お
け
る
ク

ラ
ブ
活
動
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

部
活
動
は
、
法
令
上

の
義
務
と
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
参
加
に
関
し
て

は
、
生
徒
の
判
断
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
部
活
動

に
お
け
る
役
割
は
、
体
力

向
上
や
異
年
齢
と
の
交

流
、
教
師
と
の
人
間
関
係

等
意
義
は
大
き
い
で
す
。

今
後
は
、
生
徒
数
の
減
少

や
学
校
の
小
規
模
化
に
お

い
て
も
、
子
ど
も
達
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
親

し
み
、
学
校
、
地
域
全
体

で
生
徒
の
望
ま
し
い
成
長

を
保
証
し
、
学
校
と
地
域

ク
ラ
ブ
と
緊
密
に
連
携
を

深
め
ま
す
。

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は

継
続
で
き
る
の
か

答

市
民
視
点
で
問
題
共
有
を

し
な
が
ら
十
分
に
協
議
し

丁
寧
に
進
め
て
い
き
ま
す

生
徒
数
の
減
少
等
課
題
は

あ
り
ま
す
が
現
存
す
る
ク

ラ
ブ
は
継
続
の
方
向
で
す

大
おおしま

嶋　恵
け い こ

子  議員

 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
１
０
０
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
大

会
へ
の
支
援
を

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
１
０
０

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト

レ
イ
ル
大
会
へ
の
支
援
を

拡
充
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。大

会
長
と
し
て
市
長

が
携
わ
り
、
職
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
補
助
金
等

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
支

援
よ
り
も
主
催
者
と
市
が

繰
り
返
し
協
議
し
な
が
ら

継
続
的
な
大
会
運
営
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

漢
方
の
里
総
合
運
動

公
園
の
一
体
的
利
活

用
に
向
け
た
横
断
幕
の
設

置
方
針
等
は
あ
る
か
。

横
断
幕
設
置
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
朽
化
が
進
む
薬
草

風
呂
改
修
計
画
は
。

約
１
億
円
の
予
算
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
、

農
産
物
加
工
施
設
、
電
気

設
備
な
ど
の
大
規
模
な
修

繕
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問

地
域
住
民
の
声
を
反
映
し
た

公
園
整
備
を

問答

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
丁

寧
に
検
討
し
、
整
備
計
画

を
進
め
て
い
ま
す

答

答 問

パソコン・スマホ
 本会議や委員会の視聴は

パソコン・スマホ  が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委

員会の様子をインターネッ

トで動画配信しています。

　録画映像も公開しており

ますので、見逃した方もパ

ソコン・スマートフォンで

ご覧になれます。

（録画映像は会議終了後、

 １週間程度で公開）

　4月　北海道江別市議会 （広報 ・ ミライプロジェクト ・ 意見交換会）

　７月　茨城県笠間市議会 （議会改革 ・ 議員定数）

　　　　 大分県中津市議会 （広報 ・ 意見交換会）

　８月　広島県三次市議会 （広報）

10月　兵庫県洲本市議会 （広報 ・ ミライプロジェクト ・ 意見交換会）

　　　　 北海道恵庭市議会 （ミライプロジェクト）

　２月　福岡県大刀洗町議会 （広聴 ・ ミライプロジェクト ・ 意見交換会）

視 察視 察
丹波市議会では、議会改革や広報広聴活動などの視察を受け入れています。
令和６年度は全国各地から７つの市町議会にお越しいただきました。

を受け入れました

令和６年

令和７年

全国各地から

視察受入れ議会 視察内容

問答

答 問

答 問

薬草薬樹公園 丹波の湯
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教えて！教えて！

議議会会ワワーードド
No.15No.15

　議決とは、議案などに対し議会の

意思（可否）を決定することで、次

のような種類があります。

「議
ぎ け つ

決」とは？

高校生のアイデアでスタートした

「知ってる !? ギカイクイズ」。

今回で15 回目です。議員や市議会の

ことを知る良い機会ですので、ぜひ

皆さんで考えてみてください♪

ギカイクイズギカイクイズ

※ 答えは 17 ページの一番下

【問　題】

国
くに

が定
さだ

めるルールは「法
ほうりつ

律」。

市
し

が定
さだ

めるルールは何
なに

かな？

①　条
じょうやく

約

②　憲
けんしょう

章

③　条
じょうれい

例

知ってる!?

全体会 発　表グループワーク

議 決 の 種 類 関 連 す る 議 案

可決・否決
予算、条例、契約、

意見書、決議、その他

認定・不認定 決算

承認・不承認 専決処分

同意・不同意 人事案件

採択・不採択 請願

回答 諮問

班 日 　 時 会 　 場

１ 班

５/12 （月） 午後 7 時～ 氷上住民センタ－

５/13 （火） 午後 7 時～ 山南住民センター

５/14 （水） 午後 7 時～ ライフピアいちじま

２ 班

５/14 （水） 午前 10時30分～ 市民プラザ

５/14 （水） 午後 7 時～ 柏原住民センター

５/15 （木） 午後 7 時～ ハートフルかすが

５/16 （金） 午後 7 時～ 青垣住民センター

　丹波市議会では、本会議

や委員会の日程のほか、市

議会からのお知らせをフェ

イスブックでも配信してい

ます。

３
月
定
例
会

新
年
度
予
算

 

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

意
見
交
換
会

お
知
ら
せ

６ 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

本会議
議案提案
９：30 ～

３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

12
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

13
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

14

15 16 17
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

18 19 20
総務文教
常任委員会
９：30 ～

21

22 23
民生産建
常任委員会
９：30 ～

24
予算決算
常任委員会
９：30 ～

25
常任委員会
予備日

26
常任委員会
予備日

27 28

29 30
本会議
議案採決
９：30 ～

４月 29 日 （火）

午後８時30分～

 ※ 再放送は

５月 ４日 （日）

午前10時30分～

放送日

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！
   議会をもっと身近に

フェイスブックでも

　　市議会情報を発信中

意見交換会

５/７ (水) 正午までに
議会事務局へお申込みください。
　※ 費用は無料

託児 ・ 手話通訳希望の方へ

市民プラザ会場のみ

託児室の設置と手話通訳者の

配置を行います。

　主催者の広報活動、記録のために

録音、撮影をさせていただきます。

　また、広報紙に写真を掲載させて

いただく場合もございますので、

あらかじめご了承ください。

　参加者による無断録音・撮影は

固くお断りいたします。

参加時の注意事項

　丹波市議会事務局

☎ 07 9 5 - 8 2 - 1 4 7 2

FAX 0 7 9 5 - 8 2 - 1 5 2 3

メール

 gikai@city.tamba.lg.jp

お問い合わせ

話したいテーマを

決める

Ａ：地域づくり

　　教育

Ｂ：防災・減災

　　観光・産業振興

Ｃ：その他（市政全般）

意見交換会を開催します！意見交換会を開催します！

フェイスブック

【 １ 班 】 家田 ・ 大嶋 ・ 十倉 ・ 大垣 ・ 奥村 ・ 細見 ・ 酒井 ・ 広田 ・ 谷水

【 ２ 班 】 太田 ・ 前田 ・ 須原 ・ 高橋 ・ 小川 ・ 西本 ・ 吉積 ・ 足立 ・ 東坂

今回のテーマ

意見交換会の日程

当日のイメージ

受　付

議会からの報告
みんなで

テーマについて

話し合う

グループごとに

まとめて発表する

参加費
無 料 事前申込

不 要

事前申込が

必要です！
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みんなの
意見を

たんばりんぐに

６月 次は６月定例会！

５月には市民との意見

交換会があります。

皆さんのご参加を

お待ちしております。

９月３月

12 月

下記の方法で意見の投稿を受け付けています。

　１．フォームで回答

　２．ＦＡＸ

　３．郵送

［ 

発
行
責
任
者 

］

議　

長　
　
　
　

谷
水　

雄
一

［ 

広
報
広
聴
委
員
会 

］

委  

員  

長　
　
　

家
田　

優
樹

副
委
員
長　
　
　

高
橋　

ま
み

委　
　

員　
　
　

十
倉　
　

浩

委　
　

員　
　
　

酒
井　

浩
二

委　
　

員　
　
　

吉
積　
　

毅

委　
　

員　
　
　

東
坂　

範
雄

委　
　

員　
　
　

大
嶋　

恵
子

発行：兵庫県丹波市議会

編集：広報広聴委員会

〒 669-3692 兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

T A M B A R I N GT A M B A R I N G 8181

商店街に観光用の

無料駐車場を整備

してほしい。

高齢者のための

おしゃべり横丁

があればいいな。

中学校の給食無償化

になり、 大変助かりま

す。 小学校の給食無

償化も進めてほしい。

高齢者の介護難民 

解消のため、 介護施

設を増やしてほしい。

子どもが遊べる遊具

がある公園があると

いいな。

①～④の事項をご記入ください。

① 氏名

② 年代

③ 連絡先電話番号 または メールアドレス

④ 市や議会に対する思い・意見

※ 投稿内容を正確に把握するため、

　 問い合わせをさせていただく場合が

　 あります。

※ 投稿内容は議会だよりに掲載される

　 ことがあります。掲載にあたり、

　 編集を行う場合がありますので

   ご了承ください。

【ＦＡＸ番号】０７９５－８２－１５２３

【郵  送  先】〒６６９－３６９２

 丹波市氷上町成松字甲賀１番地　丹波市議会事務局 宛


